
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動内容 
 酷暑続きの毎日、しかも予報では気温が３５度になると予想されていた日でした。

北上の石巻・川のビジターセンターでの第３回目の活動をさせていただきました。カ

レッジ登録生１５名中１３名と活動の支援に来てくれたジュニアリーダー２名の参加

となりました。北上までちょっと遠い道のりでしたが、バスの中ではジュニアリーダ

ーの「うがいニンニン」と「グリンピーヌ」のちょっと難しいなぞなぞで盛り上がり

ました。 

 川のビジターセンターは、トンボがたくさん飛び交う自然豊かな場所です。講師の

佐藤満利センター長さんの計らいで日程を変更し、暑くならないうちに川での生き物

さがしからスタートさせていただきました。全員、たも網とバケツを持っていざ出

陣。水草の根っこに網を入れたり、石を除けたりしながら魚やカニなどを捕まえ歓声

を上げていました。ウナギの稚魚をつかまえた児童は、とても得意げな様子でした。 

 その後、捕った生き物を室内で観察。汽水域のウキゴリが生息することや、スジエ

ビとヌマエビの違い、モクズガニやトンボの幼虫のヤゴなどの説明に熱心に聞き入っ

ていました。 

最後に、宮城昆虫地理研究会の町田禎之さんから「北上川のヨシ原の生き物」につ

いてのお話を聞きました。ヨシ原に生息する貴重な生物やヨシ原と人の営みとの関係

性についての話に、児童は真剣に聞き入っていました。野焼きをした後の生き物の行

方などについて、口々に質問するなど関心の高さが感じられました。 

 参加者は川辺での活動をとおして、自然豊かな石巻のよさを感じ取っていました。 

 限られた時間の中で児童に盛りだくさんの活動体験を与えてくださった佐藤センタ

ー長や関係者の皆様に感謝いたします。 
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石巻市教育委員会 生涯学習課 

令和７年９月９日 第３号 

第３回活動 川の生き物をさがそう！in 石巻・川のビジターセンター 

令和７年８月３０日（土）８：３０～１３：００ 

 

 

水を濁らせないように→ 

←佐藤センター長さんのお話 



 

 

 

 
 

 

 

参加者からの感想 
○川の魚や虫、鳥などの様々な多様性が見ることができてよかったです。 

○いろいろな生き物をつかまえられたし、ヨシ原の活動も知ることができてうれしか

った。 

○生き物をさがすのが楽しかった。ヨシの芽がタケノコみたいでおいしそうだった。

ヨシ原にいる生き物がたくさんいてびっくりした。 

○ヨシ原のことがよく分かりました。 

○沢で楽しくいろんな生き物をつかまえられてうれしかったです。 

○魚はとれなかったけれど名前を知ることができて楽しかった。 

○カニを見つけることができてよかった。生き物をさがす時間がもうちょっとほしか

った。 

○沢でたくさんの生き物をつかまえられて楽しかったです。また来たいです。 

○ウナギが捕れたこと。うがいニンニンから教えてもらえて魚が捕れたからうれしか

った。楽しかった。 

〇みんなで沢の生物をかんさつしたことが心に残った。 

〇生き物さがしやヨシに関することが分かってよかったです。 

〇ヨシが自然にとって大切なんだとわかった。 

〇川の生き物をさがすのが楽しかった。 

ふるさと石巻市の自然・文化・歴史・産業を活かした体験活動を通して豊かな心を育

み、ふるさとについて知り、ふるさとから学び、ふるさとを愛し、誇りに思う子どもの

育成を目指します。 

「ふるさと子どもカレッジ」とは… 

「あっ、いたっ！」 「魚が見えるよ！」 「小さいエビがいるよ！」 

「ウキゴリです。」 「スジエビだね。」 ヨシの刈り取り 


